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「
世
界
の
屋
根
」
と
か
「
地
球
の
第
三
極
」
と
か
呼
ば

れ
る
青
海
・
チ
ベ
ッ
ト
の
青
蔵
高
原
。
二
百
五
十
万
平

方
キ
口
に
及
ぶ
こ
の
大
高
原
は
、
平
均
海
抜
が
四
千

メ
ー
ト
ル
を
超
す
。

こ
の
高
地
に
、
今
年
七
月
一
目
、
初
め
て
鉄
道
が
開

通
し
た
。
青
海
省
西
寧
と
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
ラ
サ
を

結
ぶ
青
蔵
鉄
道
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
に
は
鉄
道
が
な
い

と
い
う
時
代
は
、
つ
い
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
酸
素
が
薄
く
、
厳
し
い
気
候
の
中
で
鉄
道

を
建
設
す
る
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
も
希
少
生
物
の
宝
庫
で
あ
る
こ
の
地
域
の
環
境
と
美

し
い
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
工
事
は
進
め
ら
れ
た
。

本
誌
の
取
材
団
は
、
開
通
し
た
ば
か
り
の
青
蔵
鉄
道

に
乗
り
、
終
点
の
ラ
サ
に
向
か
っ
た
。
車
内
の
様
子
や

沿
線
か
ら
見
え
る
景
観
、
鉄
道
開
通
後
の
ラ
サ
の
変
化

な
ど
を
報
告
す
る
。

列
車
で
行
く
チ
ベ

酸
素
を
積
ん
だ
高
原
列
車

ア
ン
ギ
ャ
ン
ド
ジ
さ
ん
(
三
十
一

歳
)
は
、
青
蔵
鉄
道
の
列
車
の
窓
側
の

席
か
ら
、
じ
っ
と
目
を
凝
ら
し
て
外
の

風
景
を
見
て
い
た
。
彼
は
青
海
省
玉
樹

チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
の
サ
ゲ
寺
の
ラ
マ

僧
で
あ
る
。
彼
は
母
親
を
連
れ
て
ラ
サ

に
巡
礼
に
行
く
と
こ
ろ
だ
。
母
子
と
も

に
、
汽
車
を
見
る
の
も
、
汽
車
に
乗
る

の
も
初
め
て
で
あ
る
。

青
蔵
鉄
道
は
人
気
が
高
く
、
汽
車
の

切
符
は
な
か
な
か
買
え
な
い
。
ア
ン

ギ
ャ
ン
ド
ジ
さ
ん
は
こ
の
日
の
朝
一
番

に
、
西
寧
駅
の
切
符
売
り
場
に
や
っ
て

き
た
。
そ
し
て
五
十
分
ほ
ど
並
ん
で
、

二
枚
の
切
符
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
。

「
本
当
に
う
れ
し
い
。
感
動
で
す
」
と
、

彼
は
あ
ま
り
流
暢
で
は
な
い
中
国
語
で

繰
り
返
し
た
。
彼
は
、
生
ま
れ
て
初
め

て
の
汽
車
の
旅
を
、
ず
っ
と
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
だ
。

列
車
の
車
両
は
す
べ
て
密
封
さ
れ
て

い
て
、
外
気
は
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
ア

ン
ギ
ャ
ン
ド
ジ
さ
ん
が
座
っ
て
い
る

「
硬
座
」
(
一
一
等
車
)
の
車
両
は
、
定
員

九
十
八
人
。
普
通
の
列
車
の
「
硬
座
」
の

定
員
は
百
八
人
だ
か
ら
、
座
席
と
座
席

の
間
隔
は
広
く
、
座
席
も
快
適
に
で
き

て
い
る
。

「
軟
臥
」
(
一
等
寝
台
)
の
車
両
の
定

員
は
三
十
二
人
で
、
こ
れ
も
普
通
の

「
軟
臥
」
の
定
員
よ
り
四
人
少
な
い
。
一

つ
の
コ
ン
バ
ー
ト
メ
ン
ト
に
は
四
つ
の

ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
ど
の
ベ
ッ
ド
に
も
液

晶
テ
レ
ビ
が
備
え
付
け
ら
れ
、
テ
レ
ビ

や
映
画
房
覚
る
こ
と
カ
で
き
る
。
乗
務

員
を
呼
ぶ
ボ
タ
ン
が
あ
っ
て
、
呼
べ
ば

い
つ
で
も
来
て
く
れ
る
。

「
硬
臥
」
(
一
一
等
寝
台
)
は
定
員
六
十

人
。
六
人
で
一
つ
の
コ
ン
バ
ー
ト
メ
ン

ト
だ
が
、
通
路
と
の
聞
に
仕
切
り
は
な

い
。
ベ
ッ
ド
の
幅
は
、
通
常
よ
り
や
や

広
い
。

食
堂
車
は
定
員
四
十
四
人
。
車
内
販

売
の
弁
当
は
一
つ
二
十
元
(
約
三
百

円
)
。
カ
ウ
ン
タ
ー
も
あ
っ
て
、
酒
や
飲

み
物
を
売
っ
て
い
る
。
し
か
し
列
車
が

海
抜
の
高
い
と
こ
ろ
を
走
っ
て
い
る
と

き
は
、
乗
務
員
が
旅
客
に
酒
を
飲
ま
な

い
よ
う
勧
め
て
い
る
。
高
山
病
に
躍
っ

た
り
、
そ
の
症
状
が
激
化
す
る
の
を
避

け
る
た
め
だ
。

乗
務
員
は
カ
l
ト
を
押
し
て
、
車
内

で
食
品
や
飲
料
を
売
り
に
来
る
。
あ
る

乗
客
は
、
ピ
l
ナ
ツ
を
買
お
う
と
し
た

が
売
り
切
れ
だ
っ
た
の
で
、
乗
務
員
に

「
す
ぐ
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
乗

務
員
は
コ
一
時
間
後
で
す
」
と
い
う
。
乗

客
は
、
こ
の
列
車
の
サ
ー
ビ
ス
は
悪
い

と
思
っ
た
が
、
実
は
、
高
地
を
走
る
列

車
で
は
、
酸
素
の
欠
乏
に
よ
っ
て
高
山

病
が
起
こ
り
易
い
の
で
、
乗
務
員
は
一

定
の
仕
事
を
し
た
後
、
必
ず
休
息
を
と

汽
車
を
見
る
の
も
、
汽
車
に
乗
る
の
も
初

め
て
の
ア
ン
ギ
ャ
ン
ド
ジ
さ
ん
(
中
央
)

̃った世界の星観に初めて鉄道が

る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

高
地
を
走
る
列
車
内
の
酸
欠
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
青
蔵
鉄
道
で
は
列
車

内
の
酸
素
の
量
を
自
動
調
節
す
る
酸
素

供
給
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
。
青
海
省
の

ゴ
ル
ム
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
ラ

サ
ま
で
の
区
間
を
行
く
と
き
は
、
車
内

に
設
置
さ
れ
た
酸
素
供
給
口
か
ら
酸
素

が
自
動
的
に
出
て
く
る
。
こ
れ
は
酸
素

の
濃
度
を
終
始
、
人
体
に
適
し
た
水
準

に
保
ち
、
旅
客
が
高
山
病
に
擢
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

座
席
や
ベ
ッ
ド
の
側
に
も
酸
素
供
給

の
差
込
み
口
が
あ
る
。
旅
客
は
こ
こ
か

ら
引
い
た
チ
ュ
ー
ブ
を
鼻
に
挿
し
て
酸

素
を
吸
う
。
も
し
急
病
人
が
出
た
ら
、

救
急
医
療
室
で
応
急
手
当
を
受
け
る
こ
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